
下津地域のまちづくり構想（市民案） 

①まちの魅力・問題点及び取組アイディア                          ■：市主体 ■：地域・住民主体 
 まちの魅力 まちの問題点 取組アイディア 

道
路 

■自由通路が便利 
・夢逢橋が出来て便利 
・JR稲沢駅の東西出入り口が出来て便利 
・JR稲沢駅の自由通路が出来て便利になった。 

■中長距離の移動に便利 
・県道が通っているので中距離移動に便利 
・高速道路の IC に近いので遠距離移動に便利 

■駐輪場 
・稲沢駅前の駐輪場が少ない 

■道路歩道に草が多く管理が良くないトイレも 
・街路樹の根元の草が生い茂っており気になる 
・JR稲沢駅東出入り口付近は雑草が多い！ 
・道路、歩道などの草が生い茂っている 
・JR稲沢駅の東側のトイレ（1F）の清掃が行き届いていない 
・JR 線路沿いに小さな公園があるが、リーフウォークあたりまで草が多く手入
れが悪い 

■交通問題！！渋滞！事故！騒音！！わかりづらい道！！抜

け道！大型トラック 
・夢逢橋から国道 22号への道の整備、事故 
・区画整理後の道に街灯が少ない 
・渋滞（リーフウォーク→国道 22号接続） 
・交通事故多発（区域内及び県道） 
・東西道路が JR、名鉄線により分断されている 
・市街化調整区域の道路は険しく迷路になっている 
・生活区域内への通勤車の進入で渋滞等 
・区画整理後の道にカーブミラーが少ない 
・4車線→2車線となっている旧国道の整備 
・幹線道路が渋滞すると生活道路に車が流入している 
・道路は市街地は整っているが調整区域は整っていない 
・農道にトラックの駐車が多く車が走りにくい 
・エムズシティの南側に駅へ出る（道路）横断歩道がほしい 
・下津交差点東側のカーブで深夜に事故が多い 
・道路幅が広がったが大型トラックが休憩している（エンジンをかけたまま） 
・夜にオートバイが音を上げて走っている。繰り返し走っていてうるさい！！ 
・下津交差点の渋滞を避ける為跨線橋南側から抜け道で車が多く通行する
危ない 

・一宮 ICがあるのに稲沢市内へ入る道がごちゃごちゃしている 
・下津陸田区画整理の隣接地区内の道路が狭く、煩雑な住居地区が残る 

■幹線道路の早期整備 
・幹線道路の整備を早く進めてほしい 

■道路美化の見守り 
・さわやか隊の充実 

 

公
共
交
通 

 ・コミバスに乗るところまでが遠い 

 
■バスの利便性向上 
・集落の中心までバスが来れば 
・呼んだところに来てほしい。コストが少し高くなって
も仕方ない。 

■鉄道の活用 
・JR 稲沢駅から清洲駅間でがったん GO（線路上を
自転車で）運営 

安
全
・
安
心 

・地域自治活動がなされている（まちづくり協）パト
ロール、防犯隊、さわやか隊等→継続、発展が
望まれる 

■どろぼう・盗難 
・どろぼうが多い        ・資源ごみの盗難 

■防犯上の不安 
・多目的広場が小さな広場となってしまうので、災害時が心配 
・現在の公園が防犯機能を果たすか疑問   ・消防署から遠い 
・下津の災害時の避難場所を（小学校の標高が低い） 
・下津小学校は生徒数が多すぎる  
・下津小学校が避難場所となっているが、保存食など数は足りているか 
・避難場所として下津小学校は狭い！リーフウォーク、TG アリーナ（2020
年）は使えるのか 

・多目的広場を豊田合成に売ってしまった。広場として使うべき！ 

 

自
然
・
公
園 

■緑が多くのどか 
・田・畑などが多くのどかな緑の風景がある。 
・市街地と農業地のバランスが取れている。 
・田にしらさぎなど野鳥が多くなった。 

■公園、花壇が良い 
・JR 東口を出たトイレ付近の花壇はいつもきれい
な花がある 

・南北適度に公園があり、子供たちが遊びやすい 

・フィットネスロードの健康器具が草まみれで使いづらい ■■緑の多い公園づくり 
・夏場の日差しを避ける森公園があれば 

■みどりの多い地域づくり 
・緑化にアダプト・プログラムを導入する 

■農地・川を生かした健康と地域づく

り 
・農地を生かした農業塾の設置 
・青木川の親水空間をつくる 
・天然河川の模様が見られる青木川の親水公園が
ほしい 

・下津ぐるっと 10ｋｍウォーキングコースがあれば 

景
観
・
観
光 

■歴史資源が多い！！お寺、旧街道 
・歴史物（旧街道、お寺等が豊富にあるが埋もれ
ている） 

・稲沢の玄関口でありながら駅などにその特徴が表れていない 
・稲沢市の地形的な微妙な変化が生かされていない 

■観光のための装置づくり 
・下津地域内で無料の Wi-Fiがつながるようにする 

■新稲沢の顔、歴史と健康づくり 
・「新稲沢の顔」として稲沢へ来る目的をつくる 
・歴史、遺跡、地形を巡る散策路を設置 
・リーフウォーク周辺を歩いて健康器具を使った体
力づくりのイベントを地域で行う 

・稲沢駅を降りてから下津地区を回るコース（文化
財・寺など）をつくり、地元の案内人が稲沢の魅力
を PR して観光客を集める 

・岐阜街道、美濃路の案内板を置いて歩きやすくす
る 

暮
ら
し
や
す
さ 

■利便性が高い IC、病院・買物 
・IC近い   
・買物便利  
・病院・診療所も近い 
・道路の整備が進み、交通が便利になった（特に
子生和の地下道） 

・徒歩圏に商業施設、駅、学校があり便利 
・駅へ近い  

  

そ
の
他 

■色々な人が増加！！ 
・出身地の異なる人々が増えている。 

 ■まちづくり組織の窓口づくり 
・まちづくりに取り組める窓口を明確化、一箇所にす
る  

・メンバーのタウンウォッチが必要 

  



②まちの将来像 

 まちの将来像  

下津の歴史と農・自然を歩いてめぐれるまち 

■歴史 
・JR の昔の様子を写真等で紹介し、（SL など実物）を稲
沢の PRに役立てる 

・知ってる！！下津城と信長を！！ 
・ぐるっと歩いて歴史を感じる町 
・歩いて知れる下津のま昔 
・歴史と緑（田）を見ながら散歩するまち 
・歴史にふれるまち 
・歴史散歩の下津へようこそ 

■健康 
・稲沢駅スタートのウォーキングマップのコースを色々作
成する 

・健康になれるまち  ・皆んで歩いて下津を知ろう 
・ウォーキングで健康作り 

■自然と歴史・自然と都市 
・自然と歴史を感じる事ができる「下津地区」 
・都市と農村集落が融合した地域 

■にぎわい・わくわく感 
・にぎわいと緑の両方がある地域 
・町の何処かにわくわくがあるまち 

■また来たい 
・また来たくなるまち 

■便利 
・利便性の維持（医療・買物・行政サービス） 

■安全安心 
・安全・安心の町（防災・防犯） 

③将来まちづくり構想図（市民案） 

 
  




